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条例改正

　平成17年第２回定例議会が６月13日から16日までの

４日間開催され、10名の議員が一般質問を行いました。

議案は町条例の一部改正、平成17年度一般会計と特別

会計の補正予算、請願・陳情、平成16年度津南病院事

業会計の認定など、25議案を審議し可決しました。

氏
名
　
樋 

口 

久 

子 

氏

住
所
　
津
南
町
大
字
秋
成
一
三
七
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
反
里
口
）

経
歴
　
新
潟
県
農
村
地
域

　
　
　
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
（
平
成
七
年
認
定
）

　
　
　
津
南
町
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

　
　
　
連
絡
会
会
長

総額２億2,477万６千円

グリーンピア津南取得グリーンピア津南取得グリーンピア津南取得
　
精
神
障
害
者
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
に
深
夜
帯
料
金
が

加
わ
り
ま
し
た
。
生
計
中
心
者
の
前
年
度
所
得
税
が
非
課
税
の

世
帯
は
無
料
で
す
。

　
一
般
会
計 

　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
取
得
に
伴

う
即
納
金
（
取
得
価
格
の
２
割
と

消
費
税
８
０
５
万
円
）
と
し
て
４
，

９
０
５
万
円
が
計
上
さ
れ
、
９
月

末
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
残
り
の
金

額
は
10
年
分
割
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

新
規
事
業
創
出
へ
の
補
助
金
と
し

て
60
万
円
、
こ
れ
は
湿
り
空
気
に

よ
り
薬
品
等
使
用
せ
ず
に
手
指
や

種
子
、
衛
生
器
具
等
の
消
毒
を
行

う
器
具
の
開
発
費
用
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
全
国
12
ヵ
所
で
行
わ
れ
る

調
査
の
１
ヵ
所
と
し
て
、
マ
ウ
ン

テ
ン
パ
ー
ク
周
辺
に
お
け
る
森
林

セ
ラ
ピ
ー
（
森
林
に
よ
る
自
然
治

療
、
療
法
）
地
域
認
定
の
予
備
調

査
費
の
負
担
金
１
０
０
万
円
、
町

内
小
学
校
（
６
校
）
警
備
を
警
備

会
社
に
委
託
１
４
１
万
８
千
円
な

ど
６
，
３
５
０
万
２
千
円
が
追
加

補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
老
人
保
健
　

　
一
般
会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
３

０
５
万
８
千
円
な
ど
合
計
５
３
８

万
５
千
円
の
追
加
補
正
と
な
り
ま

し
た
。

　
簡
易
水
道

　
秋
成
、
反
里
口
水
道
の
本
管
布

設
替
工
事
費
に
５
０
０
万
円
の
追

加
補
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
下
水
道
事
業
　

　
秋
成
、
米
原
地
区
の
事
業
に
１
、

５
０
０
万
円
が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。

一 般 会 計
6,350万2千円を追加

55億1,350万2千円
538万5千円を追加

1 6億 1 6 1万 1千円
500万円を追加

 3億1,670万3千円
1,500万円を追加

 7億5,002万9千円

老 人 保 健
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

下水道事業
特 別 会 計

利用者等負担額

通常帯、早朝・夜間帯
１時間あたり

深夜帯
１回あたり

250円 200円

350円

550円

700円

750円

400円

650円

850円

880円

利用者世帯の階層区分

生計中心者の前年所得税課税年額
が10,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額が
10,001円以上30,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額が
30,001円以上80,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額が
80,001円以上140,000円以下の世帯

生計中心者の前年所得税課税年額が
140,001円以上の世帯

利用時間帯は、次のとおりです。

・通常帯　　午前８時から午後６時まで

・早朝、夜間帯　　午前６時から午前８時まで及び午後６時から午後10時まで

・深夜帯　　午後10時から翌日の午前６時まで

補
正
予
算

補
正
予
算

条例改正条例改正

深
夜
帯
の
料
金
設
定

深
夜
帯
の
料
金
設
定

議
会
推
薦

農
業
委
員
決
ま
る

議
会
推
薦

農
業
委
員
決
ま
る
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病院決算

30人学級の実現をはじめとする教育予算の
充実を求める請願

　請願者　新潟県教職員組合　十日町市中魚沼郡支部
　　執行委員長　田村晃夫
　　書記長　　　中町　毅
　採択　意見書提出
　提出先　内閣総理大臣　財務大臣　文部科学大臣　総務大臣

　意見書要旨
　我が国の教育は、機会均等の実現と教育水準の向上
が図られてきた。昨今の教育界では、いじめや不登校、
学級崩壊など問題が山積している。食教育、健康教育
の重要性等も高まっているなか、30人以下学級を実現
し、教職員、学校栄養職員、事務職員等々の適正配置

に考慮し、法改正及び、財源措置を要望する。

遺伝子組み換えイネの栽培実験の中止を求
める意見書の提出を求める請願

　請願者　新潟県総合生活協同組合
　　理事長　渋谷昭彦
　　新潟県有機農業研究会
      代表　　鶴巻義夫
　　ＮＰＯ魚沼ゆうき
　　代表　　山岸　勝
　採択　意見書提出
　提出先　内閣総理大臣　農林水産大臣　環境大臣

遺伝子組み換え稲の栽培実験中止を求める
陳情書

　陳情者　新潟県有機農業研究会
　　代表　鶴巻義夫
　採択　要望書提出
　提出先　独立行政法人農業・生態系特定産業技
　　　　　術研究機構中央農業総合研究センター
　　所長　松井重雄
　　　　北陸センター所長　片山秀策
（２件一括審議）

　意見書要旨
　独立行政法人農業・生態系特定産業研究機構中央農
業総合研究センター、北陸センターが実施した、遺伝
子組み換え稲の隔離ほ場実験は、人体、生物、環境へ
の影響が懸念され、国民の疑問と不安は大きい。本県
は全国有数の米どころであり、風評被害防止のために
も、栽培実験の継続と、新たな実験の中止を求める。

米国産牛肉の拙速な輸入再開に反対し、Ｂ
ＳＥの万全な対策を求める陳情書

　陳情者　食とみどり、水を守る新潟県民会議
　　議長　目黒吉之助
　採択　意見書提出
　提出先　内閣総理大臣　厚生労働大臣　農林水
　　　　　産大臣　食品安全担当大臣

　意見書要旨
　国内でＢＳＥ感染牛が確認されて以来、政府は全て
の牛の検査及び、特定危険部位の除去、飼料規制の徹
底等を行い、信頼回復に努めてき、2003年に米国で
の発生が確認されてからは、牛肉及び加工品の輸入を
禁止してきた。しかし、政府は米国産牛肉等の輸入再
開に向け、20カ月齢以下の牛の全頭検査を廃止する
動きを進めている。ＢＳＥは発生原因も科学的に十分
解明されておらず、消費者の不安は増大しており、万
全な対策を求める。

発議案
　
　道路特定財源に関する意見書

意見書の要旨
　道路は地方の生活を支える最も重要な社会基盤であ
り、都市と地方の交流、交易基盤として、地域住民の
道路整備に対する要望は強い。道路特定財源制度を堅
持し、地方の道路整備が遅れることのないよう要望す
る。

発議案

分権時代の新しい地方議会制度の構築を求
める意見書

　意見書要旨
　地方議会は立法的機能、財政的機能、行政監視機能
を充実強化し、議会の役割を果たしていかなければな
らない。地方議会制度は、議会の招集権が首長にある
こと、付再議権の行使が首長の認定に委ねられている
こと、条例や予算が専決処分される例があるなど、二
元代表制が採用されながらも、首長との機能バランス
を欠き、本来の機能が発揮されないので、分権時代に
対応した新たな地方議会制度の構築を要請する。

義務教育国庫負担制度の現行維持を求める請願

　請願者　新潟県教職員組合　十日町市中魚沼郡支部
　　執行委員長　田村晃夫
　　書記長　　　中町　毅
　採択　意見書提出
　提出先　内閣総理大臣　財務大臣　文部科学大臣　総務大臣

　意見書要旨
　義務教育費を国家が負担している国の、児童生徒の
学力は平均的に高く、学力のばらつきも少ない傾向が
ある。世界各国では、義務教育費を国が保障しようと
する動きが主流である。義務教育費国庫負担制度は、
国民として必要な基礎的資質を培い、教育水準の維持
向上や機会均等の確保のためにも必要不可欠であり、
現行維持を要望する。

収支決算 　経常損益で3,788万2千円

の赤字決算であり、過年度

損益を加算すると4,386万1千円の純損失とな

りました。前年度に比較し、経営改善に課題

を残しました。

資本的収支 　中越大震災の影響で、

災害復旧費が嵩みました。

また、医療機器及び備品の整備の他、浄化槽

の跡地整備工事も実施しました。

患者の動向
　入院で前年度比9.0％

増の34,279人、外来では0.3％減の84,428人

となりました。入院では療養病床の導入と診

療体制の充実が反映し患者増となるも、外来

は薬の長期投与が可能となり、再診患者数が

伸び悩みました。

今後の課題 　非常勤医師での診療体

制が充実したこと等によ

る費用増が見られます。今後も引き続き常勤

医師の確保に努めるとともに、予防医学、往診、

訪問看護、生活習慣病対策等の充実を図り、

待ち時間の短縮等での患者サービスの向上に

努め、より一層の健全経営を目指すことが求

められます。

事業費用 　医業費用は前年度決算比

2.1％増の19億950万5千円、

医業外費用12.5％減の2,415万円、介護保険料

費用が34.0％減の89万9千円となりました。

費用全体では1.8％増の19億3,455万4千円と

なりました。

　
患
者
総
数
は
、
入
院
３
万
４
、

２
７
９
名
、
外
来
８
万
４
、
４
２

８
名
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
非

常
勤
医
師
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
、

診
療
報
酬
が
１
．
０
５
％
引
き
下

が
っ
た
こ
と
、
下
水
道
の
使
用
料
・

医
療
機
械
の
リ
ー
ス
代
の
増
加
等

に
よ
り
、
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
10
月
か
ら
の
延
長
外
来

は
一
回
平
均
８
人
、
土
曜
診
療
も

50
～
60
人
が
受
診
。
予
防
医
学
で

は
、
出
前
講
座
を
年
35
回
、
生
活

習
慣
病
は
８
回
開
催
し
70
人
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
続
き
、

診
療
体
制
充
実
の
た
め
、
整
形
外

科
医
の
常
勤
化
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
。

事業収益 　医業収益は前年度決算比

0.3％増の16億9,639万6千円、

医業外収益2.8％減の1億9,895万9千円、介護

保険収益41.7％減の131万5千円であり、収益

全体では0.05％減の18億9,667万1千円となり

ました。

常
勤
医
師
体
制
の
充
実
を

1616

平
成
　
年
度
津
南
病
院
決
算
を
認
定

平
成
　
年
度
津
南
病
院
決
算
を
認
定

入浴後の整髪、耳そうじをしてもらっている患者
（療養病床）



津南町議会だより

2005.7.15

6

一般質問
津南町議会だより

2005.7.15

7

一般質問

教
育
長
　
中
等
教
育
校
と
統
合
問
題
は
リ
ン
ク
し
な
い

教育長　県教育委員会で前向きに検討中

津

端

真

一

議
員

町長　工事の品質確保も重要な要素

大 平 謙 一 議員

町
長
　
こ
の
問
題
は
行
政
主
導
で
は
や
り
に
く
い

村

山

久

一

議
員

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
貸
付
金

の
運
用
方
法
は

入
札
改
革
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
型

指
名
競
争
入
札
を

フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
の
農
業

研
修
生
受
け
入
れ
を

 

児
童
の
進
路
選
択
が

い
じ
め
に
つ
な
が
る
の
で
は

中
等
教
育
学
校
に
つ
い
て

説
明
不
足
だ

町
立
中
学
校
統
合

の
考
え
は

集
中
豪
雨
に
対
す
る

対
策
は
十
分
か

待望の大倉バイパストンネル着工

広大な沖ノ原、スイートコーン、大豆管理栄村の児童も進路選択可能

平成18年４月から中一生徒もこの門を

10名が登壇し質す10名が登壇し質す10名が登壇し質す

※

※落札者が一定期間次の入札に参加出来ない制度

島 田 福 一 議員

　問
　
「
私
が
決
め
た
予
定
価
格
は

適
正
。
落
札
率
１
０
０
％
で
も
工

事
の
品
質
が
保
た
れ
れ
ば
良
い
」

と
い
う
こ
と
は
世
の
中
で
は
通
用

し
な
い
。
落
札
率
は
低
い
方
が
よ

い
の
は
常
識
。
指
名
競
争
入
札
に

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
型
の
導
入
の
考
え

は
。

　町
長
　
誤
解
を
与
え
た
と
い
う

事
で
あ
れ
ば
あ
や
ま
る
。
基
本
的

に
入
札
に
つ
い
て
は
公
平
性
、
透

明
性
、
競
争
性
の
確
保
と
と
も
に

公
共
と
し
て
の
品
質
の
確
保
で
あ

る
。
品
質
が
担
保
さ
れ
れ
ば
落
札

率
は
低
い
ほ
ど
良
い
の
は
当
然
で

あ
る
。
入
札
改
革
に
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
型
導
入
は
、
津
南
町
は
規
模
が

小
さ
す
ぎ
な
じ
ま
な
い
。
ま
た
、

官
製
談
合
の
危
険
も
指
摘
さ
れ
る
。

　
問
　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
は
い

ず
れ
建
て
替
え
や
大
規
模
修
繕
が

必
要
。
町
の
大
き
な
負
担
に
な
る

の
で
は
。
光
善
会
へ
の
貸
付
金
を

基
金
に
し
、
後
世
の
負
担
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

　町
長
　
基
本
協
定
の
な
か
で
町

が
施
設
の
更
新
、
大
規
模
改
修
す

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
光
善
会

グ
ル
ー
プ
が
長
期
に
渡
り
安
定
運

営
を
行
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

助
役
　
貸
付
料
と
固
定
資
産
税

の
差
額
と
取
得
の
た
め
年
間
約
４
、

０
０
０
万
円
の
財
政
負
担
に
な
る
。

財
政
に
ゆ
と
り
が
出
来
た
ら
基
金

を
造
成
し
て
い
く
に
は
異
存
は
な

い
。

　問
　
一
般
質
問
で
提
案
し
た
農

業
後
継
者
の
配
偶
者
問
題
、
少
子

化
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
女
性
を
農
業
研
修
生
と
し

て
受
け
入
れ
る
「
構
造
改
革
特
区
」

の
申
請
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
出
会
い
の
場
や
環
境
を
作
る

の
は
行
政
の
責
務
で
も
あ
る
と
思

う
。
人
口
増
加
に
継
る
の
で
は
。

　町
長
　
こ
の
問
題
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
こ
と
で
も
あ
り
、
行
政
主
導

で
の
特
区
は
な
じ
み
に
く
い
。

　
人
口
増
は
大
き
な
指
標
。
自
然

資
源
、
商
工
観
光
な
ど
で
雇
用
拡

大
を
図
り
進
め
た
い
。
10

年
後

の
人
口
１
３
，
０
０
０
人
に
向
け

努
力
し
た
い
。
町
の
人
口
は
（
４

月
１
日
現
在
）
平
成
15
年
が
１
２
，

２
５
４
名
、
17

年
が
１
２
，
０

６
３
名
で
あ
り
、
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

             

　

農
業
委
員
会
長  

後
継
者
、
配
偶

者
対
策
は
重
要
な
任
務
の
ひ
と
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

女
性
の
受
け
入
れ
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
問
題
が
あ
る
と

私
な
り
に
考
え
て
い
る
。
外
国
人

女
性
の
結
婚
を
斡
旋
し
て
い
る
業

者
の
講
演
で
は
、
「
連
れ
て
き
て

結
婚
さ
せ
れ
ば
済
む
と
い
う
考
え

に
疑
問
だ
。
初
婚
男
性
が
結
婚
で

き
な
い
で
い
る
。
自
分
に
あ
っ
た

男
性
で
な
い
と
結
婚
し
な
い
女
性

が
増
え
て
い
る
」
と
の
こ
と
。
男

性
の
意
識
改
革
も
必
要
。

             

　

問
　  

来
年
４
月
ス
タ
ー
ト
の
中

等
教
育
学
校
に
つ
い
て
、
津
南
町

小
学
校
区
に
説
明
不
足
だ
。
１
月

募
集
と
聞
く
が
、
保
護
者
は
判
断

に
悩
ん
で
い
る
。
説
明
会
を
早
急

に
計
画
し
、
学
習
内
容
、
部
活
、
通

学
等
明
確
に
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

  　

教
育
長 

 

１
月
９
日
に
町
内
対

象
保
護
者
説
明
会
を
行
っ
た
。
広

報
４
月
20
日
号
に
て
告
知
し
た
。

部
活
は
、開
校
時
生
徒
数
が
少
な
く
、

津
南
中
、
津
南
高
校
と
合
同
実
施

も
考
え
て
い
る
。
通
学
問
題
は
、
県

立
に
進
む
の
だ
か
ら
自
助
努
力
で

と
の
考
え
も
あ
り
、
結
論
が
出
て

い
な
い
。
県
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

７
月
１
日
か
ら
津
南
高
校
内
に
準

備
室
を
設
け
、
８
月
中
に
方
針
を

固
め
る
。
９
月
か
ら
説
明
会
を
行
う
。

11
月
１
日
に
正
式
に
中
等
教
育
学

校
を
設
置
。
11
月
中
に
管
内
募
集

要
項
を
配
布
、１
月
初
旬
願
書
受
付
、

１
月
下
旬
選
考
、
一
週
間
後
に
発

表
と
な
る
。

　

問
　  

中
等
教
育
学
校
開
校
に
伴

い
、
町
立
中
学
校
統
合
の
考
え
は

な
い
か
。
教
育
委
員
会
の
最
優
先

課
題
と
思
う
が
、
前
向
き
に
進
め

て
は
。

　

教
育
長  

統
合
は
規
模
、人
数
に

関
係
な
い
。
両
校
と
も
し
っ
か
り

運
営
し
て
い
る
。
中
等
教
育
学
校

開
校
と
、
学
校
統
合
は
リ
ン
ク
し

な
い
。

　

問
　  

中
等
教
育
学
校
の
開
校
に

よ
り
、既
存
中
学
の
生
徒
減
が
進
む
。

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
、
校

区
割
り
の
見
直
し
や
統
合
の
時
期

等
の
議
論
が
必
要
。
ま
た
、
既
存
中

学
を
守
ろ
う
と
、
中
等
教
育
学
校

の
進
学
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
よ
う

と
い
う
動
き
も
懸
念
さ
れ
る
。
い

じ
め
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
の
で
、有
効
な
対
策
を
望
む
。

　
栄
村
の
児
童
も
進
学
の
対
象
と

す
べ
き
と
思
う
が
、
町
、
県
の
考
え

は
。

　

教
育
長 

 

校
区
割
り
の
変
更
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。
将
来
の
状

況
を
見
て
町
全
体
を
考
え
て
い
く
。

　
事
実
に
基
づ
か
な
い
こ
と
へ
の

返
答
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
親
が

良
識
を
持
っ
て
話
し
合
い
を
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
教
育
委
員
会
の

取
る
べ
き
道
で
あ
る
。

　
栄
村
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
各

県
教
育
委
員
会
で
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
。

　

問
　  

防
災
警
報
体
制
整
備
の
進

捗
と
連
絡
方
法
は
。

　

町
長 

 

国
の
水
防
法
の
改
正
を

基
に
、町
で
も
対
策
を
立
て
て
い
く
。

　
連
絡
方
法
は
、
広
報
無
線
の
他

に
広
報
車
も
検
討
す
る
。
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一般質問

町
長
　
防
犯
協
会
と
相
談
し
活
用
し
た
い

町長　女性の参画に門戸を閉ざしてはならない

藤
ノ
木 

富
有 

議
員

町長　特産品開発を支援、助長

伊 林 康 男 議員

町
長
　
大
幅
な
負
担
増
は
大
き
な
問
題
だ

藤
ノ
木 

浩
子 

議
員

防
犯
に
は
民
間
・

地
域
の
力
が
大
き
い

新
品
種
、
新
栽
培

技
術
の
開
発
投
資
を

ク
オ
ー
タ
制
導
入
の

考
え
は
な
い
か

地
域
農
業
者
の

安
全
管
理
に
つ
い
て

介
護
保
険
見
直
し
で

軽
度
者
は
ど
う
な
る

「
応
益
負
担
」
に

耐
え
き
れ
る
の
か 

義
務
教
育
国
庫
負
担

金
削
減
に
反
対

住
民
基
本
台
帳
閲
覧

制
度
見
直
し
を

高冷地技術センターの活用を

津南農業発展に！高冷地センター

封筒づくりをしている利用者と実習生自立のウーマンパワー！商工会女性部研修会

防犯に青色回転灯を

※

※差別をなくすため、女性や少数民族に一定枠を割り当てる制度

富 沢 春 江 議員

   

問  

高
冷
地
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

で
の
試
験
研
究
成
果
は
、
全
て
全

国
に
発
信
さ
れ
る
。
津
南
独
自
の

産
物
、
栽
培
方
法
に
な
ら
な
い
。

　
他
の
産
地
で
は
真
似
の
出
来
な

い
特
産
品
づ
く
り
の
た
め
、
新
品

種
や
新
栽
培
技
術
、
雪
む
ろ
の
実

用
化
は
、
農
業
振
興
の
戦
略
と
し

て
重
要
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
、
農

協
園
芸
課
、
農
産
物
取
り
扱
い
業

者
の
提
携
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
設
と
投
融
資
の
考
え
は
。

 

町
長 

 

　
本
町
の
気
候
風
土
に

あ
っ
た
作
物
、
他
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
る
作
物
が
特
産
品
で
あ
る
。

高
冷
地
セ
ン
タ
ー
に
は
、
町
や
農

協
の
要
望
も
取
り
入
れ
、
増
収
技

術
等
の
確
立
を
目
指
し
、
試
験
研

究
を
お
願
い
し
て
い
る
。
地
域
と

し
て
の
特
産
品
開
発
は
生
産
物
の

販
売
を
担
当
す
る
農
協
が
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
、
町
は
そ
れ
を
支

援
助
長
し
て
い
き
た
い
。

 

問  

就
農
者
の
高
齢
化
、
機
械
化

に
よ
る
労
災
発
生
件
数
が
増
加
し

て
い
る
。
労
働
者
災
害
補
償
保
険

特
別
加
入
制
度
の
利
用
の
た
め
、

事
務
組
合
設
立
の
考
え
は
。

 

町
長  

　
農
業
法
人
等
を
除
く
個

別
農
家
に
つ
い
て
は
、
農
協
で
も

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
ニ
ー

ズ
に
よ
り
検
討
し
た
い
。

               

　

問
　 

い
ま
、
年
金
や
介
護
保
険

な
ど
社
会
保
障
制
度
の
見
直
し
が

進
む
な
か
、
障
害
者
福
祉
の
分
野

も
身
体
、
知
的
、
精
神
障
害
を
一

つ
に
ま
と
め
、
利
用
者
に
大
幅
な

負
担
増
を
求
め
る
法
案
が
国
会
で

審
議
さ
れ
て
い
る
。
障
害
者
は
サ
ー

ビ
ス
利
用
に
応
じ
た
「
応
益
負
担
」

に
耐
え
き
れ
る
の
か
。
ま
た
、
医

療
費
の
定
率
１
割
負
担
は
、
障
害

者
に
ど
う
影
響
す
る
と
お
考
え
か
。

 
町
長 

 

低
所
得
者
に
と
っ
て
は
、

急
激
な
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、

上
限
を
設
け
て
対
応
す
る
が
、
施

設
利
用
者
に
は
、
食
費
や
光
熱
水

費
が
自
己
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら

大
幅
な
負
担
増
と
な
り
大
き
な
問

題
で
あ
る
。
医
療
費
負
担
は
本
年

10
月
か
ら
自
立
支
援
医
療
に
移
行

し
、
精
神
障
害
者
通
院
公
費
は
５

％
か
ら
10
％
の
負
担
増
と
な
り
、

従
来
よ
り
厳
し
く
な
る
。

　

問
　
軽
度
者
が
「
新
予
防
給
付
」

に
移
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
の
か
。

 

　

町
長 

 

　
新
予
防
給
付
の
対
象

者
は
廃
用
症
候
群
の
方
々
か
ら
選

定
し
サ
ー
ビ
ス
利
用
認
定
者
５
０

９
名
の
う
ち
、
２
０
０
名
位
を
見

込
ん
で
い
る
。
軽
度
の
施
設
入
所

者
で
旧
措
置
者
は
５
年
継
続
、
法

改
正
後
の
方
は
平
成
21
年
３
月
ま

で
入
所
可
能
。

 

　問
　
昨
年
12
月
１
日
か
ら
自
治

体
や
民
間
団
体
が
地
域
を
自
主
的

に
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
車
に
青
色
回

転
灯
を
付
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
地
域
の
自
主
的
な
防
犯
活
動

に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
積

極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　町
長
　
青
色
回
転
灯
は
犯
罪
抑

止
効
果
は
高
い
と
思
っ
て
い
る
。

防
犯
協
会
と
相
談
し
活
用
し
た
い
。

　問
　
義
務
教
育
費
の
一
般
財
源

化
問
題
を
巡
る
激
し
い
議
論
が
あ

る
。
義
務
教
育
費
は
全
額
国
が
負

担
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　町
長
　
義
務
教
育
は
し
っ
か
り

国
が
や
る
べ
き
だ
。

　教
育
長
　
教
育
は
マ
ン
パ
ワ
ー
だ
。

財
政
力
の
大
小
に
よ
っ
て
義
務
教

育
に
差
が
で
き
な
い
よ
う
国
庫
負

担
制
度
は
堅
持
し
て
ほ
し
い
。

　問
　
住
民
基
本
台
帳
は
不
特
定

多
数
の
個
人
情
報
の
閲
覧
、
転
記

が
で
き
る
。
悪
用
し
た
事
件
が
県

外
で
起
き
た
。
制
度
見
直
し
を
。

　助
役
　
公
共
的
、
公
益
に
資
す

る
以
外
の
情
報
は
閲
覧
さ
せ
な
い

と
い
う
法
改
正
を
求
め
た
い
。

　問
　
少
子
高
齢
化
社
会
と
い
う
、

男
女
が
共
に
支
え
合
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
到
来
し

た
。
平
成
11
年
に
法
整
備
が
な
さ

れ
、
行
政
と
国
民
が
果
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
役
割
が
定
め
ら
れ

た
。
内
閣
府
で
は
、
２
０
２
０
年

ま
で
に
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
い
て
、
女
性
が
指
導
的
地
位
に

占
め
る
割
合
が
少
な
く
と
も
30
％

程
度
に
な
る
よ
う
期
待
し
、
政
府

に
お
い
て
積
極
的
に
取
り
組
む
方

針
を
出
し
て
い
る
。
し
か
し
、
津

南
町
の
情
勢
は
十
分
に
浸
透
し
て

い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
町
職
員

の
採
用
や
管
理
職
へ
の
登
用
、
町

内
各
種
団
体
の
役
員
等
へ
の
女
性

の
数
、
比
率
に
ク
オ
ー
タ
制
導
入

の
考
え
は
な
い
か
。

　町
長
　
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
の
理
念
は
崇
高
な
も
の

で
あ
る
。
女
性
の
参
画
に
門
戸
を

閉
ざ
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。

　
女
性
か
ら
積
極
的
に
社
会
活
動

に
参
加
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
る
。
女
性
の
参
画
は
組
織
団
体

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。

町
職
員
の
採
用
。
管
理
職
へ
の
登

用
は
、
男
女
別
な
く
公
平
に
実
施

し
て
い
る
。

　
各
種
団
体
役
員
等
に
つ
い
て
は

法
的
な
問
題
が
な
け
れ
ば
可
能
な

限
り
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
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委員会レポート

町長　国保は相互扶助、理解と協力を

吉 野 　 徹 議員

町
長
　
有
料
化
は
さ
け
て
通
れ
な
い
の
で
は

大

口

　

武

 

議
員

国
民
健
康
保
険

の
収
納
対
策
は

出
生
率
低
下
と

子
育
て
支
援
策
は

拡
大
生
産
者
責
任

制
度
実
施
の
運
動
を 

　

手厚い子育て支援を

有料化でゴミは減るのか

総
文
福
祉

合
併
し
な
い
宣
言
の
町･

矢
祭
を
視
察

合
併
し
な
い
宣
言
の
町･

矢
祭
を
視
察

小牧沢川、復旧工事完了 町道山伏山線の隔雪災害地

産
業
建
設

災
害
復
旧
の
成
果
巡
視

災
害
復
旧
の
成
果
巡
視

矢祭町工業団地予定地視察

         

　

問
　
健
康
保
険
料
の
収
納
未
済

額
の
急
激
な
増
加
及
び
、
滞
納
繰

越
金
の
収
納
率
が
低
下
し
て
い
る
。

生
活
が
厳
し
く
困
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
の
増
加
と
思
え
る
。

　
保
険
料
滞
納
者
増
大
の
な
か
で
、

収
納
対
策
と
未
納
者
に
発
行
す
る

短
期
保
険
証
と
資
格
証
明
書
の
位

置
づ
け
は
。

 

町
長  

　
収
納
に
つ
い
て
は
納
税

者
の
計
画
的
支
払
い
方
法
を
模
索

し
、
納
税
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。

短
期
保
険
証
、
資
格
証
明
書
発
行

に
つ
い
て
は
慎
重
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
国
保
は
被
保
険
者
の
相
互

扶
助
に
よ
り
成
り
立
つ
制
度
で
あ

り
、
被
保
険
者
の
協
力
な
く
し
て

は
成
立
し
な
い
制
度
で
あ
る
。
。

 

　

問
　
次
世
代
育
成
支
援
法
に
基

づ
く
、
町
に
お
け
る
少
子
化
、
子
育

て
支
援
対
策
と
、
結
婚
対
策
に
お

け
る
環
境
づ
く
り
や
、
若
者
雇
用

対
策
は
。

 

町
長  
　
少
子
化
支
援
対
策
と
し

て
出
産
育
児
一
時
金
、
幼
児
医
療

の
無
料
化
を
進
め
て
お
り
、
若
者

配
偶
者
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
対
象
者
に
お
け
る
意
識
改
革

が
重
要
で
あ
る
。
積
極
的
出
会
い

の
場
に
参
加
を
望
む
。

　
雇
用
対
策
で
は
、
関
東
雇
用
創

出
機
構
と
の
連
携
の
な
か
で
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　

問
　
津
南
町
民
は
１
人
当
た
り

毎
日
１
、
０
６
３
グ
ラ
ム
の
ご
み

を
排
出
し
、
56
円
50
銭
の
処
理
費

用
（
建
設
費
を
含
む
）
を
か
け
て
い

る
。
ご
み
の
半
分
を
占
め
る
生
ご

み
の
堆
肥
化
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長  

全
町
的
な
生
ご
み
の
堆
肥

化
は
体
制
整
備
が
必
要
だ
。
コ
ン

ポ
ス
ト
等
に
よ
る
個
別
の
堆
肥
化

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

問
　
生
産
者
が
製
品
の
リ
サ
イ

ク
ル
や
廃
棄
の
費
用
も
含
め
た
責

任
を
持
つ
こ
と
で
、
生
産
者
が
設

計
の
段
階
か
ら
回
収
や
廃
棄
、ま
た
、

減
量
を
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
拡

大
生
産
者
責
任
制
度
実
施
の
運
動

を
進
め
る
べ
き
だ
。

 

町
長  

ご
み
を
減
ら
す
仕
組
み
の

な
い
現
状
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
シ

ス
テ
ム
を
抜
本
的
に
見
直
す
国
の

考
え
方
が
重
要
だ
。
日
本
は
生
産

者
段
階
か
ら
の
対
応
が
欠
け
て
い

る
。国
に
提
言
し
て
い
き
た
い
。

　

問
　
津
南
の
ま
ち
づ
く
り
報
告

で
は
有
料
化
の
方
向
が
示
さ
れ
て

い
る
。
有
料
化
し
た
多
く
の
自
治

体
は
数
年
で
ご
み
は
増
加
し
て
い

る
の
が
実
情
で
、
お
金
さ
え
出
せ

ば
い
く
ら
ご
み
を
出
し
て
も
い
い

と
い
う
意
識
も
生
ま
れ
る
。
有
料

化
は
減
量
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

 

町
長  

有
料
化
は
避
け
て
通
れ
な

い
と
思
う
が
、
有
料
化
に
よ
る
ご

み
の
減
量
は
疑
問
。
行
政
負
担
の

軽
減
と
ご
み
処
理
に
金
が
か
か
る

こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。
検
討
課

題
だ
。

　
　

　
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目
、
津

南
町
は
平
成
の
大
合
併
は
し
な
い
、

自
律
の
町
を
歩
み
出
し
ま
し
た（
自

律
元
年
）。総
文
委
員
会
で
は
全
国

で
も
い
ち
早
く
、
国
が
押
し
つ
け

る
市
町
村
合
併
に
賛
意
す
る
こ
と

な
く
「
合
併
を
し
な
い
矢
祭
町
宣

言
」
を
決
議
し
た
福
島
県
矢
祭
町

と
、町
づ
く
り
の
基
本
、主
役
は
町

民
、
町
民
が
主
体
的
に
参
加
行
動

し
、
力
を
合
わ
せ
た
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
る
三
春
町
へ
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

矢
祭
町 

で
は
平
成
13
年
10
月
に

宣
言
を
し
、自
己
決
定
、自
己
責
任

に
よ
る
、
小
さ
く
て
も
独
立
独
歩

の
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
道
を

選
択
し
ま
し
た
。
職
員
８
名
か
ら

な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、様
々

な
議
論
を
経
て
、
ま
ず
行
政
改
革

を
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
基
づ
き
、「
子
育
て
、教
育
、高

齢
者
福
祉
、雇
用
の
確
保
」の
４
本

柱
を
重
点
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
工
場
の
誘
致
、生
活
の
安
定
、人

口
の
増
加
に
特
に
力
を
入
れ
て
い

ま
し
た
。
町
は
２
７
４
区
画
の
宅

地
造
成
を
し
、
す
で
に
２
２
７
区

画
が
販
売
済
み
で
住
宅
が
建
設
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
雇
用
の
面
で
は

第
一
、第
二
工
業
団
地
が
あ
り
、現

在
１
０
０
０
人
か
ら
の
雇
用
の
場

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
将
来
第
三

工
業
団
地
と
し
て
２
０
０
０
人
規

模
の
工
場
誘
致
に
も
目
処
が
つ
き
、

団
地
造
成
も
進
ん
で
い
る
こ
と
に

感
銘
す
る
も
の
で
し
た
。

　
少
子
化
対
策
で
は
、
改
革
に
よ

り
浮
い
た
財
源
を
子
育
て
支
援
に

と
い
う
職
員
の
声
で
、
第
３
子
か

ら
１
０
０
万
円
を
支
給
す
る
な
ど

の
対
応
も
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

 

三
春
町  

も
合
併
を
し
な
い
町
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
７
つ
の
町
づ
く
り
協
会

が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
活
動
支
援

金
と
し
て
平
成
16
年
度
は
７
８
９

万
円
の
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
町
づ
く
り
協
議
会
の
自
治

活
動
が
力
を
合
わ
せ
活
発
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
津
南
町
も
10

年
後
１
万
３
千
人
の
人
口
を
目
指

し
た
町
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
中
身
の
濃
い
視
察
で
あ
り
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
委
員
長
　
草
津
　
進

　
昨
年
は
水
害
、地
震
、大
雪
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
震

災
復
興
状
況
や
融
雪
災
害
、
町
道

改
良
状
況
の
成
果
巡
視
を
行
い
ま

し
た
。（
６
月
１
日
）

　
地
震
に
よ
り
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
小
牧
沢
川（
写
真
）で
は
復

旧
工
事
も
完
了
し
て
い
ま
し
た
。

水
害
に
よ
る
被
害
は
現
在
復
旧
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
は
19
年
ぶ
り
の
大
雪
に

見
舞
わ
れ
、
各
地
で
田
、
道
路
、
落

石
等
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、
早

期
に
復
旧
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
町
道
改
良
は
順
調
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
今
後
も
新
規
事
業
も
含

め
、
順
次
進
め
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
管
外
視
察
は
７
月
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
委
員
長
　
吉
野
　
徹
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芦ヶ崎　涌 井 ま ど か

「憧れの町津南をめざして」

　今年５月５日、友人に誘われて行った小笠原流家

元のセッションですてきな出会いがありました。場

所は長野県小布施町、私の憧れの町。小布施にはシー

ズンはなく、一年を通して国内外からの人々であふ

れています。

　30年程前、小布施と津南の青年部は共に町の未来

を危惧し、夢と希望を語り合ったと言います。いま、

小布施は町おこしに成功し、更により良い町へと住

民一人ひとりが目を輝かせています。

　例えば「フラワーガーデン」お花好きな主婦が「街

がきれいになるといいな」と庭で増えた株を街の片

隅に植えた事から始まったそうです。住民の小さな

想いの積み重ねが町を創っていくようです。

　津南は小布施と並ぶだけの可能性をもった町だと

おもいます。育ててもらった津南が憧れの町、みんな

が潤う町となることが今の私の夢です。

　私は小さな力しかもっていないけれど「憧れの町、

津南」目指して・・・

　津南に来て14年、四季折々が美しく、いまだ毎日が

発見、感動の旅行気分の私です。豪雪の地だからこそ

水が美味しく、水が美味しいからお米やお酒が美味

しい。花色や葉色のみずみずしさは、都会の緑とは比

べものにならないほど格別美しい。そして、住む人々

の「生きる姿勢」。物を大事にし、無駄なく生かす生活

の知恵に、いまでも感銘を受けることが多々ありま

す。ただ津南に来たばかりの14年前を思い返してみ

ると、自然はもっともっと美しかったように思うの

は私だけでしょうか。この14年で津南も道路等が整

備されとても便利になった反面、自然が少しずつ壊

れていきつつあるのかな？とそんなふうに思ったり

もします。

　世界的にも「地球温暖化」「地震」「異常気象」と地球

は悲鳴を上げています。

　自然を壊すことなく、便利で快適な生活を手に入

れることが出来るはず。「古き良きもの」を残し、「新

しきもの」を取り入れ自然を活かし、自然と共存する

町づくり、一人ひとりが気をつけることは勿論です

が、町政策にも活かしてもらえたらと思っています。

「 自　然 」
芦ヶ崎  内 山 由 美 子

　
津
南
高
校
の
中
等
教
育
学
校
開
校
。

学
校
統
合
問
題
。
後
継
者
、
配
偶
者

不
足
。
ク
オ
ー
タ
制
の
導
入
等
々
、

町
議
会
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
多
く
の

問
題
の
根
底
に
は
少
子
高
齢
化
と
い

う
、
日
本
の
歴
史
上
初
め
て
遭
遇
す

る
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
優
先
の
思
想
か
ら
、
人
間
性

回
帰
思
想
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
自

然
豊
か
な
農
業
立
町
の
津
南
町
を
も

っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

日
本
人
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
多
く

の
人
が
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
も
て

な
し
が
出
来
、
よ
り
心
豊
か
な
町
で

あ
れ
ば
人
口
１
３
，
０
０
０
人
の
自

律
計
画
も
早
期
達
成
が
可
能
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
（
富
沢
）

シリーズ・町民の声

編
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